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（１）本分野別研究の主な目的

○支持力発生時の地盤力学挙動に関する研究

○地盤材料の静的・動的力学挙動に関する研究
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(Ⅲ）研究概要（④の論文について示す）

地震動を生じさせる断層面におけるクラックの伝播速度は､２．５km/sec程度であるといわれ

ている。この伝播速度については、地震動の発生メカニズムをより明らかなものとするため

の詳細な研究が求められる。しかしながら､岩盤のような脆`性体中に生じるクラック伝播は、

超高速度で生じるものであり、実験的に確かめた研究事例は見当たらない。

近年､江藤･竹原は､世界最速の毎秒100万コマを撮影できる超高速ピデオカメラを開発し、

種々の物理現象および力学現象を可視化することで、それらの現象を明らかにする研究を進

めている、また、玉野･金岡は、高精度での衝撃実験が可能な衝撃実験機を製作し、モルタ

ルにおける圧縮載荷時および引張載荷時の材料物`性は、静的破壊時と衝撃破壊時で破壊形態

が大きく異なること、さらに、衝撃破壊時においても実験時の力積によって破壊形態が大き

く異なることを示している。

本研究では、これらの研究成果をもとに、モルタルおよび花崗岩の円筒形供試体を横にし

て載荷する静的割裂実験および衝撃害'|裂実験を実施し、超高速ピデオカメラを用いた画像解

析による破壊形態の観察およびクラック伝幡速度についての考察を行った。

本研究で明らかになった諸点は次のようである。

①静的害'|裂実験では、“静的害'１裂破壊の力学仮定"で予想される破壊形態が生じることが分

かった。

②衝撃割裂実験におけるクラックの破壊伝播形態は、クラックの伝播現象であると考察で

き、“静的害'１裂破壊の力学仮定”が衝撃害'|裂実験では成り立たないことが分かった。

③衝撃害'|裂実験時の力積とクラック伝播速度の関係で、力積が大きくなればクラック伝播

速度が速くなるが、それ以上に衝撃力を大きくしてもクラック伝播速度が増大しないと

いう限界状態があり、モルタル供試体および花崗岩供試体で2.6km/secに収敏した。

④クラック伝播時のクラック先端部の水平方向引張ひずみは290u～3701uであることが衝

撃ひずみ計測値より分かった。
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